
福島から子どもたちが！  

保養所「かおりの郷」スタート 

東日本大震災による東京電力福島原発事故から

４年目が終わろうとしている 2014 年 12 月。保

養所「かおりの郷」へ福島から多くの親子がやって

きました。１２月２３日から２９日までは、「受け

入れ隊保養チーム」主催で２５名の親子が、１月３

日から６日は「福島の子どもたちを守る会」主催で

９名の親子が参加しました。はじめての利用で、し

かも大雪。寒さや狭さ、凍結が心配でしたが、トラ

ブルもなく無事終了しました。子どもたちは到着す

るなり、雪山に飛びこんで汗まみれになるほど遊び

近くの小金湯温泉さんのご好意で、毎日温泉で暖ま

ることができました。 

豊かな自然・農の宝庫である福島での暮らしが根

本から覆されたあの３，１１。福島の子どもたちが

少しでも、放射性物質から離れて希望する時にいつ

でもリフレッシュできるよう常設の保養所を作り

たいと 13 年 6 月からはじめた保養所キャンペー

ンには、全国各地から多くのご支援をお寄せいただ

きました。本当にありがとうございます。支援を見

える形にするー支援の可視化としての保養所です。              

場所は札幌市南区八剣山の麓、近くに農家、果樹

園、パークゴルフ場、釣堀、温泉、パン屋さんなど

もある自然豊かな所です。まだまだ改修が必要です

が約２０００坪の敷地の６LDKの家を大家さんの 

ご好意でお借りしました。名称は、守る会前代表の

故・泉かおりさんの遺志を受け継ぐことをめざして

「かおりの郷」とつけました。１００人以上のボラ

ンティアが壁紙張替、ペンキ塗り、物置つくり、畳

張替、庭整備、畑作りなどに汗を流しました。 
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昨年夏までに、320 人ほどの保養の受け入れをし

てきましたが 4 年を経て保養のニーズは減少する

のではないか。12月 1日、2日、福島現地へ行き、

様々な団体や個人と面談をさせていただきました。

しかしニーズは減るどころかむしろ今まで保養を

知らなかった人にも次第に情報が広がる一方保養

受け入れ団体が減少していくという現実のなか、保

養の枠が狭くなり、希望がかなわない可能性が高ま

っていることがわかりました。まさに「かおりの郷」

の出番ではないですか。 

次第に薄れる震災の記憶、汚染水は完全にコント

ロールされていると、福島原発事故をもう済んだこ

とにしようという動きがあります。誰も事故の責任

をとらず原発再稼働や輸出へ突き進んでいます。福

島県民健康調査の結果では福島県の子どものうち、

１1４人が甲状腺ガン、またはその疑いと報告され

ています。県は原発事故との因果関係はないとして

いますが、保護者の不安は尽きません。不安を煽る

から検査結果は紙切れ一枚、という情報を公開しな

い県の姿勢が不安のもとであると思います。その健

康調査すら中止や縮小の声があがっていますが、も

っと公的責任で保養に取り組む、エコー検査のみな

らず、血液検査、尿検査、心電図など総合的な透明

性の高い検査が求められます．保養に参加した方が

マスコミの取材にこうおっしゃいました「福島の人

はあまり怒らないっていうけど私は怒りたい。故郷

が汚された怒り、原発事故の前と後の生活が全く変

わってしまった怒り、子どもたちの環境が変わって

しまった怒り」と。静かだけれど強い憤りが伝わっ

てきます。そして「保養はありがたい、部屋もボラ

ンティアも暖かい」と言ってくださった。その言葉

を心にきざみ、「福島の子どもたちを守る会・北海

道」は5年目の３，１１を迎え、支援する人、され

る人の関係から文字どおり「共に生きる」関係の構

築へ新たなステージへ決意を新たにしています。こ

れからもどうぞよろしくお願い申し上げます。 

ＮＰＯ法人「福島の子どもたちを守る会・北海道」 

理事長  山口たか 


